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小規模法人間連携
他地域・同一事業種連携～社会福祉法人グループ「リガーレ」の取り組み
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社会福祉法人グループ・リガーレの目的と経過

１．２０１０年３月、３つの社会福祉法人理事長とグループ設立。

２．目的は地域包括ケアの実現に向け、特養の２４時間３６５日支援

機能を生活圏域で展開すること（小規模多機能や地域密着型特養

など）。

３．グループ本部として「きたおおじ」の整備を決定。

①地域展開実践のケーススタディとして

②特定の参加法人により整備したが、２０１７年度社福法人として認可

４．新たな事業展開を担う人材に課題のある小規模法人が、グループ

化による目的の実現を目指した。 3



社会福祉法人グループリガーレの目的と経過

５．２０１２年の「きたおおじ」開設に伴いグループ活動を本格的にス

タート（きたおおじの職員は全員新規採用）。

６．当初参加法人理事長の推薦により新たに４つの社会福祉法人が

加入し７法人によるグループとなり、名称を「リガーレグループ」

（ラテン語で「結ぶ」）とした。

７．グループ活動の事務局は「きたおおじ」のスタッフが担ったが、そ

の後、活動が具体化してからはテーマ別委員会の形となっていく。

※「きたおおじ」の中核メンバーは本活動に協力を申し出た経験の

あるスタッフで構成。

4



社会福祉法人グループリガーレの目的と経過

８．活動当初から「地域展開」と、もう一つの目的として、「地域包括ケ

アを担うケアチーム・人材育成」への取り組みをスタート。

９．さらに、経営情報の共有、給与体系の見直しなどの活動を求める

声があり、様々な勉強会を実施。

１０．２０１５年までに７法人中４法人が新たに地域に密着した福祉・

介護サービス拠点を整備した。グループ参加時、既にグループ

ホーム、小規模多機能、地域密着型特養等を展開していた２法人

も、その後、新たに地域密着型の施設整備を行う。
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社会福祉法人グループ化の経過
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２０１０年３月 ３法人によるグループ化を目指すことを決定
（福）端山園 （福）北桑会 （福）緑寿会

６月 代表法人による「きたおおじ」交付金申請

９月 京都地域包括事業研究会設立
➣平成２２年９月第１回～令和元年１２月第３６回開催

２０１２年 １月 （福）六心会参加（４法人）

４月 （福）宏仁会参加（５法人）

８月 （福）松光会参加（６法人）

８月 「きたおおじ」開設

２０１３年 ４月
２０１７年 １月

（福）はしうど福祉会が参加（７法人）
グループ本部＝社会福祉法人「リガーレ暮しの架け橋」設立 6



グループ法人の所在地（マップ）
＋宏仁会（青森・浦安）
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六心会

緑寿会
端山園

はしうど福祉会

松光会
北桑会

リガーレ
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リガーレ本部が行ってきた業務

１．経営に関する情報の共有
ー１．地域に展開する施設整備支援
ー２．「地域包括ケア事業研究会」（制度を中心～２０１９年度３７回）
ー３．福祉・介護経営勉強会（理事長～次世代経営者、約４０回）
ー４．給与検討会（事務担当者による相互説明→グループモデル作成）
ー５．その他（会計・法律等契約の共同、おむつの共同購入などの検討）

２．人材育成、ケアチームマネジメント、人材確保
ー１．スーパーバイザーによるグループ施設の巡回アセスメント
ー２．グループ統一研修（採用から役職者の７層研修体系＋資格取得等）
ー３．人材共同募集（２０１７年度～、２０１９年度から本格実施）
―４．外国人導入の試行（２０１９年度３法人６名導入試行＜フィリピン）
―５．人事交流試行（２０１９年度１名、２０２０年度２名）
ー６．雇用環境改善事業（京都府「きょうと福祉人材育成認証制度」活用）

３．社会貢献事業実践内容の共有（各実践紹介、災害等対策共同など）

４．災害・感染症対策 8



１－１．地域に展開する施設整備支援

・北桑会 地域密着型特養整備

・六心会 地域密着型特養＋サロン整備

・松光会 小規模多機能事業開設

・端山園 地域密着型特養整備

グループホーム・小規模多機能事業・地域サロン

・はしうど福祉会 地域に密着した診療所・デイケア・小規模特養開設

※グループ加入時にグループホーム・小規模多機能等実施

・宏仁会 地域密着型特養・小規模多機能・地域サロン整備

※グループ加入時に地域密着特養等実施

・松光会 地域密着型特養・小規模多機能・地域サロン等整備
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バックオフィスで小規模展開を推進

〇小規模拠点を展開する法人において、大規模施設と同様の経営規模に

匹敵する一定の事務管理スタッフをどのように確保するかが課題となる。

〇リガーレの経営戦略は、小規模複合施設である「きたおおじ」にバックオ

フィス機能を持たせ、 サービス拠点を数多く設置すること、さらにサービ

ス拠点を単独サービスではなく複合型サービス拠点としてある程度の規

模とすることである。

〇次に課題となるのは、小規模拠点をマネジメントする人材が多数必要と

なることである。それが、これまでの福祉専門職のキャリアデザインを組

み立てる上での課題のひとつであり、その育成を体系化することが今後

の福祉・介護事業者が達成しなければならない課題である。
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資料）岩名礼介講演資料（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）

ひとつひとつの機能は小さめだけど、

全体としてのそれなりに

大きいから、経営が成り立つ。

ひとつひとつの機能は小さめだけど、

多機能だから心身状態が変わっても、

「きたおおじ」となじみのままでいられる。

図面）地域密着型総合ケアセンターきたおおじHPより 11



１－２．地域包括ケア事業研究会（制度を中心）

２０１０年９月、第１回研究会開催の目的
〇当初はリガーレグループの活動プロセスのディスクローズ
※厚労省、京都府、京都市参加
〇その後、グループ創設の目的である「地域包括ケアシステムと事業展開」、「人材
育成」に関する研修機会となっていく

２０１８年 １月 第３２回 濱谷浩樹氏（厚生労働省老健局長）
「報酬改定と地域密着型サービスの役割」

２０１８年 ８月 第３３回 山崎史郎氏（リトアニア全権大使）
「人口減少社会に対応した福祉・介護サービスとは」

２０１８年１２月 第３４回 大島一博氏（厚生労働省老健局長）
「２０４０年に向けた介護保険の方向性」

２０１９年 ６月 第３５回 柴田拓己氏（厚生労働省社会援護局福祉人材確保対策室長）
「共生社会を支える介護人材」

２０１９年１２月 第３６回 服部真治氏（医療経済研究機構主任研究員）
「住民の助け合いと生きがいを創る地域密着型サービスの役割」

２０２０年 ３月 第３７回研究会以降コロナ禍により休止
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１－３．福祉・介護経営勉強会

２０１３～２０１４年度
対象；グループ理事長等の社福法人経営者・管理者 ２４名
回数；毎月１回実施・全１９回（１９～２１時）

内容；①社会福祉法人の基本（法的根拠、定款、諸規定等）、②高齢、障害、児童等の各種法律・
制度の知識、③地域との連携の方法、④介護・看護・医療の連携（施設・在宅）、⑤行政との
連携（老人福祉法監査、介護保険法監査、労基署、保健所等）、⑥小規模多機能など事業ご
との運営手法、新規事業開設の手順、⑦介護保険関係諸手続き（事業開設、給付管理等）、
⑧低所得者対策（生活保護法と社会福祉法人の役割、補足的給付等）、⑨リスク管理（事故、
苦情、感染症等）、⑩財務・会計（基本知識、財政・収支状況の理解、管理会計、経営的意思
決定等）、⑪金融（福祉医療機構、市中銀行等）、⑫税務（消費税、法人税等）⑬国の各種施
策の方向性等（高齢者福祉分野以外も含め）、⑭介護保険次期制度改正、⑮社会福祉法
人連携の今後の見通し（国の考え方等）、⑯医療介護介護連携、等

２０１５～２０１７年度
対象；次世代の経営を担う人材 ９名
回数；隔月１回・全１５回（１７～１９時）
内容；社会福祉法人運営の基本、チームマネジメント、人が育ち定着する組織等
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１－４．給与検討会（グループモデル給与表作成）

２０１２～２０１４年度 各法人給与体系等の情報交換

２０１６年度 モデル給与体系の検討

２０１７年１２月 モデル給与体系の完成

２０１９年度 リガーレ人材共同募集に向けて開示する給与

・休日等の統一、各法人によるモデル体系移行

２０２０年度 はたらき方改革検討委員会の発足

↓

○人材共同募集の条件；人が集まる必要条件

○キャリアパスとの整合性

○職員の納得と人件費統制、２つの機能
14



はたらき方改革検討委員会（旧給与検討会）の検討課題

①給与体系、キャリアパス、人事考課等の継続検討

②認証制度関係（休日と有休、人材定着化向上、組織活性化プログ

ラムの活用等）

③事務簡素化等の事務負担軽減、ＩＣＴ化等

④育児・介護休業の取得向上、副業の考え方（働き方改革関係）

⑤社宅、住宅等の提供（福利厚生）

⑥同一労働・同一賃金への対応（改正労働基準法等への対応）

⑦労務管理の在り方（社労士を招いてリガーレグループ勉強会等）

⑧事業ごとの介護職員配置、配置する介護職員の専門別構成を踏ま

えた、人件費と健全な収支との相関の検討（介護みらい検討委員会と

の連携）

⑨福祉・介護人材のキャリアデザインの構築と、それに伴う報酬体系の

検討
15



１－５．その他（会計情報共有、法律等共同契約、共同購入などの検討）

○可能な法人から順次、会計ソフトを一元化することにより、収支財務の

実情が公認会計士事務所においてリアルタイムに把握できる状況をつ

くり、様々な経営指標から課題を抽出し、その改善のポイントについて

の協議などが行える環境を検討する。

（１）介護保険事業等種別ごとの活動数値の全法人科目別等の比較。

（２）財務状況について健全化の視点からの課題解決。

（３）制度・報酬改定の影響の検討、経営の継続性や転換などの協議。

（４）会計専門家（公認認会計士、税理士、中小企業診断士）と継続的

に経営診断が受けられる環境を構築する。

〇法律事務所共同契約（社労士など検討）。

〇おむつの共同購入を試行。

〇今後、請求・給与計算・会計事務など統合の可能性を検討。 16



２－１．スーパーバイザー／グループ施設の巡回アセスメント

〇グループ本部きたおおじには、開設当初からグループ本部機能として
「人材・開発研究センター」部門を設け、２名のスーパーバイザー（以下、
SV）を配置し、人材育成機能を持つこととなった。

〇SVの１名は認知症認定看護師、１名は社会福祉士・介護福祉士であり、
いずれも２０年前後、特養・小規模多機能等の施設長などの経験を持ち
研修や人材育成にもキャリアを有している人材である。

〇加えて「きたおおじ」施設長もSV同様の資格や経験があり、この３名を
中心にグループ統一研修を実施している。
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スーパーバイザーによる巡回アセスメントプロセス

○「きたおおじ」開設時、グループで２名のスーパーバイザー（ＳＶ）を確保

○ＳＶによる各法人の巡回（週に１～２度）

○各法人の課題を、アセスメントシート（as）１～６に沿って提案

○各法人による、行動計画の策定

○行動計画の実践プロセスに対するＳＶによる助言の継続

↓

○将来のグループ法人による職員共同募集や人材交流に備え、最も困難な

取り組みからスタートした

○as２（会議、記録等を通じたチームマネジメント），as３（現場を支援す

る組織風土の醸成）の標準化の難しさがわかってきた
18



スーパーバイザーの活動内容

法人ごとの課題を「研修・人材育成」「会議・記録(情報共有)」「組織性・組織機能」
「設備・環境」「職員配置」「暮らしの支援」６つの視点で整理し、課題共有し、解決お
よび改善に進む過程にSVとして介入、助言、伴走していく。

SVはリガーレ統一研修の講師でもあり、巡回で発見した現場の課題は、研修を
組み立てる際の重要な情報となっている。

＜巡回時の具体的活動内容＞

①事業所内の研修体系の整理

②OJTの仕組みづくり支援

③会議体系の整理

④会議・カンファレンス運営の方法への介入

⑤情報共有の仕組みづくり

⑥個別ケース支援の相談

⑦役職者のマネジメント課題相談・リーダーのチーム課題相談

⑧ 人間関係の調整 19
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理念 役職者 ケアの質

１．研修･人材育成

３．組織性・
組織機能

４．設備・環境 ５．職員配置 ６．暮らしの
支援

ケアチーム・
リーダー

個々の
職員

多職種

家族・ボランティア

２．会議・記録・
情報共有

コンプライアンス・リスクマネジメント・マナー等社会性・人権

施設アセスメントシート



○複数の社会福祉法人グループ「リガーレ」」。グループ本部「地域密着型総合ケアセンターきたおおじ」
は、平成２９年１月、社会福祉法人「リガーレ暮らしの架け橋」が設立され、その運営となる。
○きたおおじでは、地域密着型特養ホームなどとともに、地域の人々が集う「場」である地域サロン併設
○共同でスーパーバイザーを確保し、人材育成や組織の標準化、施設の地域展開を図る。

グループ化

社会福祉法人リガーレ暮らしの架け橋

地域密着型総合ケアセンター
きたおおじ

・地域密着型特養
ホーム
・ショートステイ
・小規模多機能型
居宅介護
・サービス付高齢者向け
住宅
・地域サロン

地域型サービスに
住民が集う「場」（
地域サロン）を併
設

Ａ法人

Ｃ法人

Ｄ法人

Ｆ法人

切れ目のない
サービスの
提供

スーパーバイザーの採用（２名）
①：認定看護師
②：介護福祉士・社会福祉士
③：経営管理スタッフ・外部専門委員

各法人
を巡回

人材の育成
組織の標準化
ケアの標準化
施設の地域展開

・新人職員の育成
・各法人の強みや
課題の発掘

人件費

スーパーバイザーによる巡回

委託費

委託費

委託費

委託費

７法人で
グループ
化

委託費
委託費

Ｂ法人

Ｅ法人

きたおおじ
人材・開発研究ｾﾝﾀｰ事業

（公益事業）

2
1

G法人
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２－２．グループ統一研修（ＳＶの巡回と車の両輪）
～採用から役職者の７層研修体系＋資格取得等～

〇新規採用者から役職者までの階層別研修は年間６０回余開催し、

各法人からの参加者は毎年１０００名を越える。

〇また、２名のSVは週に１度グループ法人施設を巡回し、ケアの質、

チームマネジメントの質などの課題について各法人職員と共有して

おり、統一研修とSVによる巡回はリガーレグループによる人材育

成等の車の両輪と 位置付けている。
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リガーレ統一研修の構築

○採用時研修

○専門研修１：採用１年目の職員

○専門研修２；採用２年目の職員（専門研修１終了者）

○専門研修３；採用３年目以降の職員

○リーダー研修；小規模チームのリーダーを担う職員

○資格取得研修；介護福祉士、介護支援専門員受験予定者

○役職者研修；複数のチームをマネジメントする役職者

○特別研修（看護等専門分野）

○ファーストステップ研修（リーダー）；個別ケア領域、連携領域、チ

ーム運営等基礎領域

○実務者研修

→年間６０回余 参加職員１０００人余
23



新卒者及び新採用者 中途採用者

4月当初の5日間 随時

きたおおじサロン きたおおじサロン

8/2

8/3

10/16

10/17

11/14

11/15

2/  -

⇒色の付いている研修日はしんらん交流館以外の研修会場になる予定です

修了研修
3/2

10:30～12:30

フォローアップ研修
7／5

10：30～12：30

資格取得研修

受験資格者他

介福：第3
CM：第2金曜日

18：30～20：00

きたおおじサロン

介護支援専門員
受験対策講座

介護支援専門員
受験対策講座

介護支援専門員
受験対策講座

フォローアップ研修
介護福祉士
受験対策講座

1/12

2/2

役職者研修

3/14

⑥チーム運営の基礎
自己のケアの振り返りを
通してリーダーとしての
展望

11/24 11/29
④チーム運営の基礎
会議運営の基礎

10/4

③介護技術の応用と展開
・ケアにつながる観察記録・
介護過程展開Ⅰ
（基礎知識）

1/23

別途募集要項参照

8月から13日間

9：00～17：00

しんらん交流館他

1/10

⑪修了研修に統合

フォローアップ研修
10／4

10/27

③介護過程に基づく技術・知
識の展開
・介護家族の思い、家族ケア
について・自己の介護観・倫
理観の振り返り

9/22
③チーム運営の基礎
コミュニケーション・コー
チング・面接力

⑤介護技術の応用と展開
・コミュニケーション
・チームケア、メンバーシップ
・OJTの基本的な考え方

2/23

⑤介護過程に基づく技術・知
識の展開
・事例検討の基礎知識

1/26
⑤チーム運営の基礎
ストレスマネジメント・リス
クマネジメント

④介護過程に基づく技術・知
識の展開
・自立支援、本人の可能性を
拡げ見通しを持った介護

8/4

9/1

⑤介護技術の基礎
・観察・記録
・介護過程の展開（情報
収集）

②介護技術の応用と展開
・対象者に合わせ生活支援
と環境つくり

④介護技術の基礎
・緊急時・事故対応
・高齢者虐待・身体拘束

8/25

介護福祉士
受験対策講座

6/2
①チームマネジメント
・チームアセスメント

6/14
②介護技術の基礎
・食事・口腔ケア
・スキンケア

6/23
①介護技術の応用と展開
・尊厳と倫理：ケアを振り返り
再考する

7/5
②介護過程に基づく技術・知
識の展開
・多職種連携

7/28
②チーム運営の基礎
問題解決思考法Ⅰ・Ⅱ

7/20
介護福祉士
受験対策講座

③介護技術の基礎
・認知症の基礎理解
・BPSDの捉え方

12/20-
21

採用時新人研修

新人研修
（4/1,3,4,5,6）

専門研修Ⅰ 専門研修Ⅱ

しんらん交流館

専門研修Ⅲ リーダー研修

11/10

12/1
⑧介護技術の基礎
・高齢期の特徴
・疾患の理解

⑦介護技術の基礎
・感染対策研修
（各施設にて実施）

④介護技術の応用と展開
・介護過程展開ⅡⅢ
（情報・課題分析）
（ケアプラン）

12/22

⑩介護技術の基礎
・ターミナルケア
・食生活を支える視点

⑨介護技術の基礎
・尊厳と倫理：ケアを振り
返り再考する

ファーストステップ研修

5/12
①介護過程に基づく技術・知
識の展開
・チームの課題整理

5/26
①チーム運営の基礎
・リーダーシップ・チーム
づくり

5/31

主に採用１年目の職員

第１金曜日

13：30～17：00

しんらん交流館

主に採用２年目以降の職員
(専門研修Ⅰ修了済みが望ましい)

偶数月第４金曜日

13：30～17：00

・問題解決のための思
考法
・自職場課題の解決

・家族や地域の支援力
活用と強化

・セーフティマネジメント
・介護職員の健康・スト
レス管理

・職種間連携の実践的
展開
・観察・記録の的確性

・コミュニケーションの方
法と応用
・中堅職員としてのリー
ダーシップ

・ニーズと行動への気付
きと対応

・高齢者の尊厳と倫理

⑤チームマネジメント
・スーパービジョンⅠ・Ⅱ

2/14

④チームマネジメント
・制度の方向性

12/13

③チームマネジメント
・労務管理：（外部講師）

10/11
介護福祉士
受験対策講座

介護福祉士
受験対策講座

介護福祉士
受験対策講座

介護福祉士
受験対策講座

介護福祉士
受験対策講座

新人パッケージ研修４ｈ
×2日間

奇数月第４金曜日

13：30～17：00

しんらん交流館

小規模チームの
リーダーを担う職員

奇数月

13：30～17：00

しんらん交流館

9/6-7

②チームマネジメント
・課題整理・分析

8/23

9/13

⑥介護技術の基礎
・介護過程の展開
  事例演習

①介護技術の基礎
・トランスファー
・排泄・入浴・更衣動作等

複数のチームを
マネジメントする職員

偶数月

13：30～17：00

しんらん交流館

主に採用5年目以降の職員

24



新人育成の仕組み

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

採
用
時
新
人
研
修

（
5
日
間
集
合
研
修
）

専門研修Ⅰ（入職1年目の科目）

介
護
技
術
の
基
礎
①

ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・排
泄
・入
浴
・

更
衣
等

介
護
技
術
の
基
礎
②

食
事
・口
腔
ケ
ア
・ス
キ
ン
ケ

ア 介
護
技
術
の
基
礎
③

認

知
症
の
基
礎
知
識

介
護
技
術
の
基
礎
④

緊

急
時
事
故
対
応

介
護
技
術
の
基
礎
⑤

観

察
と
記
録
・介
護
過
程
の
展

開
（情
報
収
集
）

介
護
技
術
の
基
礎
⑥
介
護
過

程
の
展
開
（事
例
演
習
）

介
護
技
術
に
基
礎
⑦

感

染
対
策
研
修
（実
技
）

介
護
技
術
の
基
礎
⑧

高

齢
期
の
特
徴
・疾
患
の
理
解

介
護
技
術
の
基
礎
⑨

尊

厳
と
倫
理
（ケ
ア
を
振
返
り

再
考
）

介
護
技
術
の
基
礎
⑩

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・食
生
活
を

支
え
る
視
点

修
了
研
修

個
人
目
標
の
成
果
報
告フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

個
人
目

標
成
果
と
課
題
の
整
理
・リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

個
人
目

標
成
果
と
課
題

整
理
・リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン

学習・省察実践 学習・省察実践 学習・省察実践

成果と課題
整理して2
年目へス
テップ

実践
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２－３．人材共同募集（２０１７年度～、２０１９年度から本格実施）

〇２０１７年度から人材の共同募集をスタート、若手職員によるリク

ルーターチームを編成、広報誌、ホームページ、フライヤーなどグ

ループを可視化する試みを実施。

〇就職フェアでのグループブース、おもてなしバスツアなど実施

↓

〇２０１９年度からグループ人材確保選任職員を配置。

〇各法人で選任された「人材担当者」及び「若手リクルーター」との共

同による「おもてなしバスツア」などインターンシッププログラムの充

実に取り組む。

〇大学の研究者、学校のキャリアセンターなどを訪問実施し、リガー

レグループを広報。

〇コロナ下ではＷＥＢセミナー、新採用職員ＷＥＢ交流会など実施
26



グループ求人パンフレットなどの作成
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リクルーターチームによる発信
（おもてなしバスツアー）

28



１枚目

パンフレット抜粋

29



２－４．外国介護人材導入の試行

①外国人材導入に関するグループ研修を実施

②信頼できる受入監理団体と連携検討（フィリピンとヴェトナム）

③２０１７年にフィリピンからの導入試行を決定

④３法人が各２名の受入を希望（２０１８年、面接のためフィリピン訪問）

⑤２０１９年１０月に６名来日、１１月から現場着任

⑥３法人による受け入れ関連の情報を共同、グループで共有
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２－５．人事交流の試行

２０１９年度（１名）
リガーレ暮らしの架け橋・きたおおじ／地域密着特養・サブリーダー
２０１９年度 →宏仁会浦安／地域密着型特養 介護職
２０２０年度 →リガ―レ暮らしの架け橋／地域密着型特養リーダー

２０２０年度（２名）
リガーレ暮らしの架け橋／地域密着型特養・介護職

→六心会老健施設 介護職（リハを学びたい）
リガーレ暮らしの架け橋／地域密着型特養・介護職

→北桑会在宅リーダー

見えてきた課題
①現在は研修出向（今後、転籍の是非など）
②給与の適用（職務と手当）
③住まい
④その他、交換出向など
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２－６．雇用環境改善（「きょうと福祉人材育成認証制度」活用）

【目的】・福祉業界の「見える化」による若者の参入促進

▼認証マーク

・福祉業界の人材確保・定着に向けた環境整備
（事業所のレベルアップと業界のボトムアップ）

①ホップ 人材育成に取り組むことを意思表明→「宣言」

②ステップ 認証基準を満たす→「認証」

③ジャンプ 更なる取組→「上位認証」

＜きょうと福祉人材育成認証制度とは＞

＜若者の新規参入促進事業＞
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「きょうと福祉人材育成認証制度」の概要

○「きょうと福祉人材育成認証制度」＝平成２４年度スタート

・法人理念が明確

・利用者を第１にしている

・職員を大切にしている

○京都府下約１４００法人中約１／２が宣言

約１／４が認証

１２法人が上位認証を取得

○リガーレ加盟法人すべてが上位認証を目指す

★社会福祉法人リガーレ暮らしの架け橋

＝２０１１年８月上位認証取得
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評価項目・公表項目

評価項目 上位認証基準（１００点）

定量的指標（９０点）

独自の取り組みの評価（１０点）

公表項目 資格関連

給与

休暇・労働環境の状況
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 認証基準は４分野で構成、上位認証基準は認証基準４分野をベースに、人材育成の

前提となる「人材確保に積極的に打って出て、福祉職場のイメージを正しく社会に発信

する姿勢」を求める項目群を、新たにひとつの分野として設け、全５分野として再編成

 評価項目は、従来認証を「高度化」。

「認証基準」及び「上位認証基準」

認証 上位認証

１ 新規採用者が安心でき
る育成体制

⇒

１ 福祉職場のイメージアップと人材確保

２ 若者が未来を託せるキャリアパスと人材育成Ⅰ
（キャリアパスの枠組みと人材育成）

２ 若者が未来を託せる
キャリアパスと人材育成

３ 若者が未来を託せるキャリアパスと人材育成Ⅱ
（評価と処遇）

３ 働きがいと働きやすさ
が両立する職場づくり

⇒ ４ 働きがいと働きやすさが両立する職場づくり

４ 社会貢献とコンプライア
ンス

⇒ ５ 社会貢献とコンプライアンス
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３．社会貢献事業、各法人実践内容の共有

①高齢者と住宅のマッチング事業「住まい・生活支援事業」

②福祉避難所登録

③介護者教室など地域参加型研修の開催

④オレンジカフェ主催

⑤認知症出前講座・認知症サポート連絡会活動等（地域啓発活動）

⑥地域防犯活動（青パト活動）

⑦福祉車両・車いす等貸出、地域活動への会場提供

⑧地域経済への貢献（バイオマス燃料等）

⑨地域他業種連絡会の主催

⑩子ども食堂

⑪福祉教育活動

⑫地域イベント参加（お祭り、バザー、消防団、公園体操、地域サロン等）
36



４．グループによる災害・感染症対策

①行政や事業者団体連携による対応が基本

②自然災害で同一地域での相互支援が困難な場合、他地域の法人による

支え合いが有効

③コロナ禍のようなケースでは、人的支援が最大の課題になるため、同一

地域間の支援が有効。リガーレグループで可能な共同対策を検討。

ア．介護施設が感染症対策に無防備な中で業務を遂行しており、そこへ

の専門的知識や防護資材への備えについての共同研修

イ．介護保険のサービスにつながっていない地域の高齢者や一人暮らし

高齢者にマスクや消毒用アルコールといった感染予防物品が届かない

今後の感染症リスクに備えての対策を実施（コロナ基金の活用）
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グループで実施するコロナ禍への対応

今年度、リガーレグループで共同実施する内容（民間基金の活用）。

①感染症発生時の対応方法確立と職員研修

②グループ法人による防護資材の備蓄

③地域包括支援センターをはじめとする多様な社会資源と連携し、

一人暮らし高齢者等の感染症対策および感染予防の活動

④人的支援に向けた具体的方法を検討
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今回の論点とリガーレグループ

〇社会福祉連携推進法人の業務①（総論）に関する論点整理関係

（論点１）得られるメリット

（論点９）業務運営に関わる費用、会費、委託費など

（論点１１）財産をどこまで保有できるか

（論点１３）職員の兼務

〇社会福祉連携推進法人の業務②－１（地域福祉支援業務）に関す

る論点整理関係

①リガーレ参加法人は他地域に所在するため個別に地域福祉推進

②住まいと高齢者マッチング事業はリガーレ暮らしの架け橋（京都

市）のノウハウを六心会（東近江市）に移転支援

〇社会福祉連携推進法人の業務②－２（災害時支援業務）に関す

る論点整理関係

①グループ共同での感染症対策
39



40

運営部門

きたおおじ

（2012年8月）

〇地域密着型特養

29名

〇短期入所事業10名

〇小規模多機能 29名

○サービス付き高齢
者向け住宅 6戸

〇地域交流サロン

運営部門

サテライトうえの

（2018年3月）

〇住宅型有料老
人ホーム 12戸

〇サテライト型

小規模多機能
18名

〇地域交流サロン

運営部門

おんまえどおり

（2019年3月）

〇地域密着型特養

23名（～9月２２名）

〇小規模多機能
29名

〇住宅型有料老人
ホーム 11戸

〇地域交流サロン

開発部門

〇人材・開発
研究センター

（公益事業）

運営部門

きたおおじhanale

(2020年4月）

〇住宅型有料
老人ホーム４戸

〇保育事業

企業主導型

１１名

グループ本部「リガーレ暮らしの架け橋」の事業概要


